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氏 名     平田 朝子 

推薦団体    熊本県文化協会 

主な活動地   熊本市を中心に全国各地 
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平
田
朝
子
氏
は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
長
き
に
わ
た
り
、
川
柳

の
保
持
発
展
に
努
め
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
川
柳
作
家
で

す
。 

 

氏
は
、平
成
二
年
に
九
州
最
大
の
川
柳
団
体「
川
柳
噴
煙
吟
社
」

に
入
門
さ
れ
、
役
員
や
月
刊
誌
「
ふ
ん
え
ん
」
の
編
集
人
を
務
め

る
な
ど
中
心
的
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、川
柳
の
魅
力
を
幅
広
い

層
に
伝
え
る
た
め
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
に

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
の
理
事
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、

熊
本
か
ら
全
国
へ
の
情
報
発
信
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

氏
の
作
句
力
は
高
く
評
価
さ
れ
、全
国
規
模
の
大
会
に
お
け
る

選
者
を
務
め
ら
れ
る
ほ
か
、全
国
川
柳
大
会
で
の
文
部
科
学
大
臣

賞
を
は
じ
め
数
多
く
の
大
会
で
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
、福
祉
施
設
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
川
柳
教
室
の
講
師

や
小
学
校
で
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
る
な
ど
地
道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
文
化
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
氏
は
川
柳
の
普
及
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
本
県

の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
五
十
九
年 

 

泉
ヶ
丘
川
柳
会
に
入
門
し
活
動
を
始
め
る 

平
成
二
年 

 
 

 

川
柳
噴
煙
吟
社
に
入
門 

平
成
十
五
年 

 
 

川
柳
句
集
「
飾
ら
ね
ば
」
発
刊 

平
成
十
六
年 

 
 

第
二
十
八
回
全
日
本
川
柳
埼
玉
大
会
選
者 

以
降
数
々
の
川
柳
大
会
の
選
者
を
務
め
る
。 

平
成
二
十
一
年 

 

第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
静
岡
川
柳
大
会

文
部
科
学
大
臣
賞 

他
、
受
賞
歴
多
数 

平
成
二
十
二
年 

 

川
柳
作
家
全
集
「
平
田
朝
子
」
発
刊 

平
成
三
十
年 

 
 

第
四
十
二
回
全
日
本
川
柳
２
０
１
８
熊
本

大
会
実
行
委
員
長
を
務
め
る
。 

役 

職 

・
一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
理
事 

・
川
柳
噴
煙
吟
社
会
長
兼
主
幹 

・
熊
本
県
文
化
懇
話
会
常
任
世
話
人
・
県
文
化
協
会
常
務 

理
事 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


